
顎捲習、へ革0ヌ顎守現轟￥塩国軍Ⅶ辛目1呼10等1掃

訝）等国9乙蛍を「（葦等秦￥鳩車管中年＼へ）輩出等㌢÷

ヨⅠ凝考濾一也畠等豊壌巻島」つ首　台覧鍵田等見渡荘
09、1ユ1営苦ユ、⊂人

つ温敏也調教基礎最車軸事由拙由9号々写蔓性由；aヌ顎

「由曳0工、へし刊畿圧諭彗fO基軸事秦†謹」つ4首Il立乙∈

堪団、「由克也ユ、CG罰姜凝血習性秦こff斑雪＿巨出花lあ

ほ匙団、「申立包ユ、⊂⊥つ泣輩管阜雫田つ坤つ頂了等毎

夏暑秦Y秦￥」つ々射て虫6Z雄団、等々立寄撃馨豊騎￥中
09＼へユ1馨事孝

義￥劉車〉呼考学童コカ基礎蓋数0烏嬰コ二者0性宙9首々葦

貫車名0着蓋壷封秦中沼ご浮遊要義蓋翠〉呼葦F葦つ々豊壌

ま独α蔑鼻コ：欝0瞳虫9判等貫由；0番業立；浄秦＼「、ユ

17影脚0迷勤；浮島立由こ鼓管上組つ憶凝α苛性基礎、立

等冒童姐粟Ⅱ凌辱軍等坤忌つ々苛つ棺II虫9乙拠出詔むを
0＝封才勺屠堅浮マコ㌢阜マ虫〔首等貫虫Z

啓甜虫蓑到0秦￥臨む辱転、1宇野童、担頭髪要項提一也

等量凝固毒も専属；肇わ首9虫柁鍵』ユ＼里ニマ年刊讐雫

也を〇二才1婆覇つ4日￥濾玉章マつ卓ン9割選考賓睦0轟

￥α陣立　て等貰あ　っ柑1台柁鍵田羊等冒童劉豊壌

等1藁葺つ々「寺首董媚閥皇凝」考マつ㌢新進考秦￥α瞳

由ここら「守宮重富選貞＝￥」コ⊂人等守つ軍費0良選書澄む

与劫転、膵管等aOな1官寮つ虫柁鍵切言妾￥隠遁、言々

ママな〇二享叫専要撃マウ＼へウ＼へ、勺呼〉顎等妄詔晋賢者

睦言雷姐0迷対韓右㌢膵顎⊂ンつ性を・〔・〔・9（おっ

本革¢官立0年菅井呈17￥⊂バ郎軒別aY－Y掌等0㌢マ舞

マ顎⊂人守立国激職軍産郡1　4ム∠隼つ用等、1：打鹿；マ

ム♪J￥⊂ン雫つ⊥裡第コ凶　t浮管等立江革瑠立言マ呈了

等⊂⊥呼顎封葦巧さ（阜9乙貨由等臼l拍　虫打鍵出、＃基

礎凋轟）マ；ト￥1貫q蔓年寄つ々教卓、へ顎尉専管真申凌つ4

隠秦の隙け・（・い907切望畳むd●H●9視聴柑

軍　　囁　　翌　　　　や

ユ、1⊂．＝】挙兵Ld宴会里薫＝凶韓

望卓0

（〃　〃）崖一一音旧軍

（〃　〃）崖堪難螢事

（〃　〃）崖翌　　日等∈

（〃　〃）荏2婆軍田醤

（〃　〃）荏野性遊星

（〇・苫田謎）豊壌昭起巨盃上宝

－与で；コ0

崖鄭貿　一斉一正　　認定0割重　々　く　八〇

誉　　苛　　等　　』0

％∈9・∈6密封掃ヨ瀞

諺0　　凝封田ヨ劉

％；9・⊆6泰暫掃回理

法lLr澄誉暴　％0；●Ae密封掃

崖（≡）嘗＋耳、足型感謝

遠目週、崖題￥1崖＃望￥　諺0ケ　　凄卦胃

号詭単相0

軍　　囁　　翌　　　　♯

ユ、つC＝1割轟日章畠讐薫工凶韓　　里

（畳；9gl）M亜撃等こ工埋　□通日＋毎散等要地態　　辿　埴　章

（盤上0∠）ふ　三　宝　の　血生白一生凶嶺　　数　寄　脚

割（V）A●∈●；96t　　夢路回∠61老

亭0

も

耳
瀞
0
回
璧
　
封
掃
0
日
宰



どにあって審議未了となり、第30および第31国会でも審

議未了となった。

以上のような経過をたどった末、文部省では短期大学

の問題をはなれて「深く専門の学芸を教授し、職業に必

要な能力を育成することを目的とする中学校卒業程度を

入学資格とする5年制の高等専門学校」の構想を中央教

育審議会に提出した。同審議会は昭和35年3月9日に異

議なくこれを承認した。

文部省はついで高等専門学校制度を創設するための学

校教育法の一部を改正する法律案を第38国会（階和36年

4月5日）に提出した。国法律案は幸に両院を通過した

このようにして昭和36年6月17日に法律第144号（学

校教育法の一部を改正する法律）、法得第145号（学校

教育法の施行に伴う関係法得の整理に関する法律）、昭

和36年8月17日に政令第291号（学校教育法施行令の一

部を改正する政令）、昭和36年8月30日に文部省令第22

号（学校教育法施行規則の一部を改正する省令）、文部

省令第23号（高等専門学校設置基準）がそれぞれ公布施

行された。

昭和37年4月1日に創設された工業高等専門学校は商

館、旭川、平、群馬、長岡、沼津、鈴鹿、明石、宇部、

高枚、新居浜、佐世保の12佼で、本年4月に発足したの

は八戸、宮城、鶴岡、長野、肢皐、豊田、津山、阿南、

高知、有明、大分、鹿児島の12校である。

高等専門学校の構想は6・3・3・4制の学制とは別

個のものとし、大学とは別個の高等教育機関であり、修

業年限をう年制の1木化とし、前期、後期の区別なく、

教育課程、教官組織も「高等学校に準ずる」ものである

という考え方をとらない。入学当時から専門学科別に一

貫した教育方針で教育にあたり、単位制ではなく学年制

であるなどのことが、今回高等専門学校創設の意義のあ

る所と考えられる。

鶴岡工業高等専門学校の鶴岡に設置されるに至りまし

た経過は県、市のご努力のことはもちろんでありますが

当市の有力者であられる皆様のご熱心なご支援があった

れはこそであることは皆様身をもってご体験のことであ

り、厚く御礼を申し上げる次第であります。

突然郷里であるという理由により、既に教職を離れて

いました私が、4月1日に49年振りに当地に参しました

本日は当地のローダリト倶楽部の会合ことに山形、酒

田の会員の方々のご列席の所にお招きいただき、お話し

を申し上げることは身にあまる光栄と存じ王事くお礼を申

し上げます。今後何かとお世話になることと存じますの

で、なにとぞ宜しくご指導ご援助くださるようお原恥、申

し上げます。　　　　　　　　（昭和38年5月7日）

0おめでとう　5月の誕生者　おくさん誕生

阿　部　君　　　長谷川薫徳子さん

金井（勝）君　　　伊藤順子さん

辻　　　　君　　　石黒　常さん

小　花　君　　　鈴木　富さん

04月100％出席者

三　浦　君　　佐藤（昇）君　　張　　　君

斎藤（得）君　　荘　司　君　　阿　部　宕

吉　村　君　　飯　白　君　　五十嵐君

中　台　君　　五十嵐（伊）君　津　田　君

三　井　君　　広　瀬　君　　労　網　君

小　花　君　　石　黒　君　　辻　　　君

鷲　田　君　　石　井　君　　金井（国）君

安　藤　君　　早　坂　君　　池　内　君

金井（勝）君　　海　東　君　　鈴　木　君

皆　川　君　　三井（賢）君　　新　穂　君

手　塚　君　　田　中　君　　嶺　岸　君

33名

○来る26日（日）酒田クラブ、鶴岡クラブの合同家族

会を催しますので、多数御家族の方お揃いで御出席

原乱、ます。

場　所　　羽　　黒　　山

会　費　　会員1人1，000円

おくさん　　800円

小中高（学生）500円

幼　児　会費は徴収致しません

御出席の方は来る14日までに親睦委員まで御申込麻

います。　　　　　　　親睦委員　佐藤（仁）君

02年間100％の出席者

早　坂　君

3年間100％の出席者

三　滴　君

○幹事報告

○会報到着　　大曲、新津、本荘、台南各R・C

O新クラブ誕生

久留米東R．C

例会日時　毎週月曜日

例会場　久留米市野中町石桧文化会館

事務所　久留米市東町広又542あけぼの荷

○木荘R．C新年度の役員通知あり

〇第370地区年次大会案内

日　時11月1日～3日

場　所　福岡市民会館

登録料　ダ3，500円

○チャーター伝達式御案内

東京世田谷R．C

日　時　6月8日

場　所　東京永田町　東京ヒルトンホテル

登録料　ダ2，500円


